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スペシャリス
トが行く！

　一般的に「認知症にだけはなりたくない」「認知症になっ
たら人生終わり」とのイメージをもつことが多いです。
当院のような認知症疾患専門病院へは、患者さんとご家
族は多くの覚悟を持って受診されます。専門病院の看護
師として接する際、その場しのぎの対応や生半可な態度
では通用しません。患者さんやご家族の苦悩に専門性を持っ
て関わりたいと強く思い、認知症看護認定看護師の資格
を取得しました。
　私は外来で勤務をしています。患者さんは徐々に日常
生活に支障を来たし周囲に行動を否定されるなど、苦し
い時間を過ごしています。またご家族は、認知症の人の
行動に、つい腹を立ててしまう、叱ってしまう、優しく
できない自分を責めてしまうなど、お互いに傷ついた気
持ちを持って受診されることも多いです。そのような中で、
患者さんとご家族に「思い切って来てよかった」と、少
しでも思っていただける看護を提供したいと考えています。
　認知症の治療は非薬物療法が重要です。その人に合っ
た生活環境を整えることが大切になります。限られた外
来受診時間の中で、患者さんの疾患の特徴を踏まえ、ど
のようにすれば、これまでの生活を持続していただける
のかを患者さんと一緒に考えます。また、ご家族には、
24時間一緒に生活する上での悩みを表出して頂ける場を
作ることを大切にしています。患者さんとご家族ができ
るだけ長く、穏やかに療養できるよう支援していきたい
と思っています。

認知症看護特定認定看護師（2023年取得）

櫻井 良子

　「認知症の人が少しでも安心した療養生活を過ごすため
に看護師として他にできることはないか」と考えたことが、
認知症看護認定看護師を目指すきっかけでした。現在は、
認知症看護認定看護師取得のために日々現場にて学びを
深めている状態です。当院は、認知症により認知機能低
下や行動心理症状を認め、地域での生活継続が困難な方
が入院してきます。病棟の環境は少数病床のユニット形
式に分けた小規模ケアを行っています。顔見知りの患者
同士が日々の生活を共にして、同じような雰囲気での生
活を継続できる環境です。しかし、どのような工夫を行っ
ても認知症の人にとって入院生活は、精神的に大きな負
担となる出来事です。入院直後は混乱した訴えを表出す
ることが多くあります。その訴えは、認知機能障害の程
度やADL、生活史や性格などにより違いがあり、「その人」
を捉えた環境調整が重要です。そのため、家族や施設の
職員など認知症の「その人」とこれまで関わってきた周
囲の人との情報共有を入院時や面会時等に密に行ってい
ます。これらの情報を他職種とも日々の業務の中で共有し、
患者に対して統一した関わりをすることで、患者が少し
でも安心した生活を過ごせるように日々努力をしています。
これからも、看護師として「その人」を捉えるために寄
り添い、その人が安心できる療養生活の環境作りを継続
していきたいと思っています。

認知症看護特定認定看護師（2024年取得）
若年性認知症支援コーディネーター　保健師・看護師

髙橋 萌
　私が「認知症看護」に出会い、認知症看護認定看護師
を目指すきっかけは、当院の開設時スタッフとして就職
したときでした。それまでの私は「認知症」の治療、適
切なケアを行った経験がないまま外来勤務をしていました。
いままで対応したことのない認知症の方々との出会いは
私に様々な経験を与えてくださいました。
　病棟に異動後、自分が経験してきた感覚は他者へ説明
しきれない自分に気が付きました。私には「専門知識」
が足りなかったのです。さらに自分が認知症の方々との
対応で感情に振り回される事もありました。患者の状況
や疾患を理解し適切にアセスメントしながら患者との関
わりを工夫する事が必要なのではないか、そして負の感
情をコントロールするためには豊富な知識と技術が必要
なのではないかと思いました。そんなとき看護部長から
すすめられ2021年資格取得しました。
　現在も、病棟勤務で認知症の方々の入院生活を支えてい
ます。それと同時に院内や地域での講義活動もしています。
患者に一番近い職員がよりよいケアを提供できるよう関わっ
ていく必要があると考えています。私たちの対応一つで
認知症の方々の精神状態は左右されてしまうからです。
認知症の方々を尊重したケアはもちろん、職員も笑顔で
ケアに携われるよう関わっていきたいと思っています。
そのために、院内での認知症研修や事例検討会などの取
り組みを行っています。困難事例に対し各病棟での意見
交換などを行い、情報共有や知識の向上、ケア力の向上
を目指しています。

認知症看護認定看護師（2021年取得）

鈴木 良子

医療法人  三星会
かわさき記念病院認 知 症 看 護 認 定 看 護 師

KANAGAWA 看護だより KANAGAWA 看護だより4 5

校　正校　正




